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http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10900000-Kenkoukyoku/0000120769.pdf 



• AMR臨床リファレンスセンター 

• 2017年4月 国立国際医療研究センター病院に設立 

• 臨床疫学部門と情報・教育支援部門 

 

 

• 薬剤耐性研究センター 

• 2017年4月 国立感染症研究所に設立 



分野 目標 

1 普及啓発・教育 国民の薬剤耐性に関する知識や理解を深め、
専門職等への教育・研修を推進する 

2 動向調査・監視 薬剤耐性及び抗微生物剤の使用量を継続的に
監視し、薬剤耐性の変化や拡大の予兆を的確
に把握する 

3 感染予防・管理 適切な感染予防・管理の実践により、薬剤耐
性微生物の拡大を阻止する 

4 抗微生物剤の適正使用 医療、畜水産等の分野における抗微生物剤の
適正な使用を推進する 

5 研究開発・創薬 薬剤耐性の研究や、薬剤耐性微生物に対する
予防・診断・治療手段を確保するための研究
開発を推進する 

6 国際協力 国際的視野で他分野と協働し、薬剤耐性対策
を推進する 

薬剤耐性（AMR）対策の6分野と目標 

薬剤耐性（AMR）対策アクションプラン（2016-2020）より 



中央社会保険医療協議会 総会（第375回）（2017年12月1日）資料より 



動向調査・監視 



http://amrcrc.ncgm.go.jp/surveillance/index.html 
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AMR臨床リファレンスセンター：都道府県別抗菌薬使用量サーベイランス http://amrcrc.ncgm.go.jp/surveillance/AMU2013-2016.pdf 

都道府県別抗菌薬販売量（2016年） 

(DDD per 1,000 inhabitant-days) 



2017年10月 

ヒト由来大腸菌と家畜由来大腸菌の 
第3世代セファロスポリン耐性率の比較 



https://amr-onehealth.ncgm.go.jp/ 



ヒト抗菌薬消費量 ヒト耐性率と抗菌薬消費量 動物抗菌薬消費量 

ヒト耐性率 動物耐性率 ヒトと動物 耐性率 

https://amr-onehealth.ncgm.go.jp/ 



感染症法に基づく届け出 
（感染症発生動向調査） 

厚生労働省院内感染対策
サーベイランス事業
（JANIS） 
 

抗菌薬使用動向調査システム（JACS） 



全国サーベイランスプラットフォーム（J-SIPHE） 

サーバ 

細菌・耐性菌 
検出状況 

 

抗菌薬使用状況
（AUD、DOT） 
 

感染対策指標・  
感染症診療指標 

見える化 

MRSA検出数 AUD 血液培養提出数 

データ集約 各層別（地域・病床数・病
院形態）サーベイランス 

・日本の現状に適し、かつ国際的に通用する項目の抽出 
・各病院の感染症診療に役立つ指標の構築 

・地域（市区町村・都道府県・各
医療圏） 
・病院形態（急性期・亜急性期・
高齢者施設・外来（透析・日帰り
手術等）） 

・JANIS・JACSデータを
二次利用し労力の削減 

地域のHAIサーベイランス 

中小病院 

大病院 

老人施設 

中小病院 大病院 

・地域の病院が協力し合い、各施設の 
 医療関連感染症の改善を目指す 

・行政・核となる病院を中心に、 
 地域での医療関連感染症体制の整備 

・地域/国の代表性のある統計を作成
し、   
 国の感染症対策施策へ反映 

データ収集・フィードバック ・改善評価やアウトブレイク検知に役立てる 

任意の医療機関グループでの 
HAIサーベイランス 



https://j-siphe.ncgm.go.jp/home 



普及啓発・教育 

感染予防・管理 

抗微生物薬の適正使用 



感染症教育コンソーシアム 

 
職能団体 
専門学会 

コアメンバー 

教育・啓発 
プロジェクト 

ガイドライン・マニュアル 
プロジェクト 

一般向け  

医療従事者 
basic 

医療従事者 
advanced 

アンチバイオ 
グラム作成 

院内アウトブレ
イク対応 

プロジェクト毎に専門家チームを 
作り順次作成を開始 

抗微生物薬使用量
（AMU）集計 自治体・保

健所・社会
福祉関係者 

basic 

自治体・保健
所関係者 
advanced 

今後の作成予定（案） 

抗微生物薬適正使用の手引き追加・改訂、
AMUを用いたAMS評価指針、利益相反管理指
針、AMS・IPC研修実施指針、企業の自主活動

指針、AMS/IPC医療機能評価、 
地域連携によるリスク評価・管理活動  

など 人材の登録
と活用 

 
市民モニター・ 
メディアなど 

アドバイザー 

事務局：AMRCRC 

チーム選定 
プロジェクトの 
検討・評価 

成果物の広報 など 

国立国際医療センター AMR臨床リファレンスセンター 

情報・教育支援部門 

AMRCRCが 
中心となって企画 

講習会、e-
learningなど 

啓発素材を作成し
SNSやメディアを通
じて啓発、アウト
リーチ活動も 

専門的な企画を
共催・後援 

ウェブサイトの運営 
アウトブレイク対応 

などの相談 



http://amr.ncgm.go.jp/ 
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一般市民を対象としたインターネット調査 
（2017年3月） 

厚生労働科学研究費補助金平成28年度分担研究 医療機関等における薬剤耐性菌の感染制御に関する研究 
「国民の薬剤耐性に関する意識についての研究」 



市民向け教育啓発活動 

• 情報サイト開設（2017年9月） 

• 各種ポスター、リーフレットの作成と配布 

• インフォグラフィック（静止画・動画）の公開 

• 市民対象のイベント開催、各地のイベント支援 

• 川柳大会：第2回を本年11月に募集予定 

• アウトリーチプログラム 

• 小学校での出張授業（子ども、親）、子育て支援者への講義など 

• メディアへのアプローチ  など 



http://amr.ncgm.go.jp/materials/ 



ポスター（A2版） 

http://amr.ncgm.go.jp/materials/ 



リーフレット・ブックレット 

http://amr.ncgm.go.jp/materials/ 





抗菌薬適正使用をどのくらい意識していたか 
（過去1年間）（n=266） 
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常に意識 かなり意識 多少は意識 まったく意識せず 

常に/かなり/多少は意識 

30.1%  34.2%  32.0%  

3.8%  

無作為抽出した全国の診療所を対象に行なったアンケート調査より（2018年2月） 

日本化学療法学会・日本感染症学会合同外来抗菌薬適正使用調査委員会調査（事業・委員会報告2にて発表） 



感冒と診断したときに、 
抗菌薬を処方した割合（過去1年間）（n=242） 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0～20% 21～40% 41～60% 61～80% 81%以上 

無作為抽出した全国の診療所を対象に行なったアンケート調査より（2018年2月） 

62.0%  7.4%  

4.5%  

8.3%  17.8%  

日本化学療法学会・日本感染症学会合同外来抗菌薬適正使用調査委員会による調査 





医療従事者向け教育啓発活動（2018年度） 

• 主催セミナー（医療従事者対象）を全国10ヶ所で開催 

• 大阪、金沢、横浜、千葉、盛岡、福井、徳島、東京、広島、熊本 

• 医療従事者・公衆衛生従事者向け共催セミナーを各地で開催 

• 公衆衛生従事者向け研修会を全国5ヶ所以上で開催 

• 茨城、大分、佐賀、青森、高知 

• ガイドライン・マニュアルの作成 

• 人材登録システム「AMR対策サポーター」とニュースレター発行 



2018年 

6月9日 大阪市 AMR対策臨床セミナー 

6月23日 金沢市 かぜ診療ブラッシュアップコース 

9月8日 千葉市 かぜ診療ブラッシュアップコース（指導者講習会） 

9月22日 盛岡市 AMR対策臨床セミナー 

10月20日 福井市 AMR対策臨床セミナー  

11月3日 徳島市 かぜ診療ブラッシュアップコース 

11月17日 横浜市 AMR対策臨床セミナー 

12月8日 東京都 かぜ診療ブラッシュアップコース 

2019年 

1月26日 岡山市 AMR対策臨床セミナー 

3月9日 熊本市 AMR対策臨床セミナー 

主催セミナー（2018年度） 

詳細は随時 http://amr.ncgm.go.jp/ で案内します 



2017年6月 2017年9月 

http://amr.ncgm.go.jp/medics/2-7.html 

抗微生物薬適正使用の手引き 
（厚生労働省） 

ダイジェスト版 



抗微生物薬適正使用の手引き（第一版）に基いて作成 



https://amrlearning.ncgm.go.jp/ 



2018年 

6月27日 茨城県 講演のみ（参加者54名） 

6月29日 大分県 講演＋ワークショップ（参加者33名） 

9月20日 佐賀県 講演＋ワークショップ 

12月7-8日 青森県 講演＋ワークショップ 

2019年 

2月9日 高知市 （調整中） 

AMR対策公衆衛生セミナー（2018年度） 

全国保健所長会 地域保健総合推進事業 薬剤耐性（AMR）対策等推進事業で行っているセミナーを記載 
この他、各地の自治体が開催する講習会等に講師を派遣 



医師 ICD 

看護師 

ICN 

薬剤師 検査技師 

事務職員 

地域住民 

医療機関における 
薬剤耐性菌対策 

保健所・行政 



yogu@hosp.ncgm.go.jp 


